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宇宙重力波望遠鏡 B-DECIGO の軌道設計 
 
Orbit design of Space gravitational wave antenna B-DECIGO 
 
村越萌 





DECIGO(DECi-hertz Interferometer Gravitational wave Observatory) is a planned space gravitational 
wave antenna in japan , which aims to detect gravitational waves in the 0.1-10Hz frequency band. In this 
paper, orbit design for B-DECIGO, which will be first precursor satellite for DECIGO, is discussed. 
Tradeoff estimation was performed to suggest suitable orbit for B-DECIGO from the candidates of orbit;  
heliocentric orbit, geocentric orbit and the orbit around lagrange points. 














2015 年にアメリカの LIGO という重力波検出器が重力波直
接検出に成功した．	
日本で行われている重力波検出の計画にはアメリカの















距離が変化する性質を利用する．DECIGO は 3 機の衛星から
なり，その 3 機の衛星により基線長 1000km の干渉計を 3
基構成する．重力波が発生した場合，重力波の性質から衛
星間距離に微小な変化が起こり，その変化を干渉計で検出
する．宇宙重力波望遠鏡 DECIGO 計画では DECIGO の前に
B-DECIGO の打ち上げを予定している．B-DECIGO は DECIGO
とほぼ同じ構成をしており，B-DECIGO も 3 機の衛星からな






































での距離が 1AU あるので後に出てくる CW ヒル方程式の条
件を満たしやすいという点がある．デメリットとして通信
距離や観測開始までに時間がかかるという点がある．太陽




















































示す．ここで nは平均運動 n = µR3t
とする． 
fx = !!x − 2n!y−3n2x
fy = !!y+ 2n!x











に示す．ここで x0, y0, z0はそれぞれの初期条件とする． 
 











!x0 (1− cosnt)+ !y0 (
4
n sinnt − st)







































呼ぶこととする．導出した S 方程式を以下に示す． 
 














































































































































































x − x1( )+
m2
r32

















































	 ここでは B-DECIGO の要求である衛星間距離の変動
0.5% 以下を満たしているかに注目する．そのため

















b) S 方程式 
	 S 方程式を用いて軌道設計を行った結果を横軸に時間，



















いた軌道設計を行った．CW ヒル方程式と S 方程式を用い
た軌道設計では軌道高度 2000km と 36000km で計算を行っ
た． 



























（S 方程式	 軌道高度 36000km） 
 
図１２，図１３より S 方程式を用いた軌道設計では軌道高









（S 方程式	 軌道高度 2000km） 
 図１５	 初速度調節を行った衛星間距離の変動の結果 
（S 方程式	 軌道高度 36000km） 
 
図１４，図１５より初速度調節を行い S 方程式を用いて 
軌道設計を行なった結果，軌道高度 2000km ではほぼ 0.5%







2000km で 3.79×10−4[m / s2 ] ， 軌 道 高 度 36000km で
































式を用いて L1 点，L2 点，L4 点周辺に B-DECIGO の３機
を配置するような軌道設計を行った． 













図１８，図１９より 3 体問題の方程式を用いて L1 点，L2







L1 点周辺では約 2.25×10−6[m / s2 ]，L2 点周辺では約
2.33×10−6[m / s2 ]，L4 点周辺では約 6.14×10−14[m / s2 ]で
あった．	

























6. まとめと今後の展望  
	 太陽周回の軌道案においては現実的な軌道設計が行え
























3)C.D.MURRAY AND S.F.DERMOTT：SOLAR SYSTEM 
DYNAMICS 
4)Mutuko Y.Morimoto,Hiroshi Yamakawa,Kuninori Uesugi：
Artificial Equilibrium Points in the Low-Thrust Restricted 
Three-Body Problem 
